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日時：2016 年 6月 14 日〜15日 

場所：物性研究所大講義室 

提案代表者：島川 祐一（京都大学化学研究所） 

共同提案者：宮坂   等（東北大学金属材料研究所） 

陰山   洋（京都大学大学院工学研究科） 

北川   宏（京都大学大学院理学研究科） 

管野 了次（東京工業大学大学院総合理工学研究科） 

高野 幹夫（岡山大学・客員教授） 

廣井 善二（物性研究所） 

平成 27 年秋、日本における固体物質・材料研究の推進

とコミュニティ形成を目的として「固体化学フォーラム」

が結成された。その趣旨は、固体化学、無機化学、錯体化

学、材料科学の各分野の研究者が意見交換や情報共有をす

る場を提供すると共に、物性物理、理論化学・物理、計算

化学、さらには放射光や中性子などの大型評価施設や産業

応用などの分野との接点を作り、将来に向けた多くのコ

ミュニティが協調して発展していくことにある。特に若手

研究者が異分野の研究に接する機会を増やし、研究の新た

なブレークスルーを産み出す原動力になることを期待した

ものである。この固体フォーラム立ち上げのキックオフ会

議として、本短期研究会が企画された。上記分野の先導的

研究者と若手研究者が一堂に会し、固体物質・材料研究の

現状と将来展望に関して議論を行うことは重要であり、こ

れを物性研究所において開催することは所の活動にとって

も大きな意義がある。 

短期研究会では、固体化学から物性物理、材料研究の

幅広い分野で活躍している研究者による 6 つのレビュー講

演と 11 の一般講演、さらに 45 件のポスター発表が行われ

た。参加者は初日に 115 名、2 日目に 102 名であった。新

しい合成手法や化学反応場を用いた有機物から無機物まで

様々な物質の合成、および、磁性、超伝導、誘電性などの

物理的特性から反応、触媒、イオン伝導、電池材料などの

化学的特性まで多くの興味深い発表があり、活発な議論が

行われた。期待した通り、固体化学という共通の学問を通

して、これらの分野の研究者が相互作用することに重要な

意義があることが強く認識された。 

また、物性研の 5 名の研究者により、所の概要と共同

利用のアクティビティに関する説明があり、国際超強磁場

科学研究施設および極限コヒーレント光科学研究センター

の見学が行われた。これまで物性研に馴染みの薄かった外

部研究者に大変好評であり、今後の共同利用および研究を

促す良い機会となった。本短期研究会の成功を起点として、

今後の固体化学フォーラムのさらなる発展に向けて努力す

ることで参加者一同の意見が一致した。今後は毎年 1 回、

同様の研究会を全国の大学・研究所と共同して継続してい

く予定である。 

物性研究所短期研究会 

｢第 1 回固体化学フォーラム研究会：固体物質･材料

研究の現在と未来｣ 
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物性研究所短期研究会 
「第 1回固体化学フォーラム研究会：固体物質・材料研究の現在と未来」 

物性研 6階大講義室 
6 月 14 日 

座長 広井 善二 物性研 
 9:50 所長挨拶 瀧川   仁 物性研 はじめに 
10:00 P1 島川 祐一 京大化研 異常原子価イオンを含んだ酸化物の化学と物理：最近の進展 

10:30 G1 一杉 太郎 東工大･東北大 WPI 
走査トンネル顕微鏡を用いた金属酸化物の電子状態研究
と、酸化物エピタキシャル成長技術を活用した固体電気化
学界面研究 

10:55 G2 石渡 晋太郎 東大物工 ペロブスカイト型異常高原子価3d遷移金属酸化物の高圧合
成と新奇物性開拓 

11:20 G3 堀内 佐智雄 産総研 有機強誘電物質科学の創成 
11:45 昼食

座長 遠山 貴巳 東理大理 
13:15 P2 宮坂  等 東北大金研 多孔性分子磁性体の研究 
13:45 G4 細越 裕子 大阪府大理 有機磁性体の分子設計と量子スピン系への適用 
14:10 G5 薮内 直明 東京電機大工 酸化物イオンの電化補償を利用した電池用高容量正極材料 
14:35 休憩

座長 平井 大悟郎 物性研 
15:00 B1 広井 善二 物性研 物性研紹介 
15:20 B2 森   初果 物性研 π電子と水素が協奏した新機能分子性物質の開拓 
15:40 B3 松田 康弘 物性研 物性研パルス強磁場の現状と展望 
16:00 B4 山室  修 物性研 中性子散乱で観た新規材料中の水素のダイナミクス 

16:20 B5 原田 慈久 物性研 LASOR：先端放射光と極限レーザーが推し進める軟 X 線
物性科学 

16:40
17:00 ポスター  ポスター 
18:00 ＋懇親会  ＋懇親会 
20:00 終了

6 月 15 日 
座長 小林 達生 岡山大自然 

 9:00 P3 野原  実 岡山大自然 化学のアイデアに基づく超伝導物質開発 
 9:30 G6 佐藤 博彦 中央大理工 水熱合成法による物質探索の現状 
 9:55 G7 有馬 孝尚 東大新領域 ナノラチェットを作る・使う

10:20 休憩

座長 山本 文子 芝浦工大 
10:30 P4 北川  宏 京大理 次元交差領域における物性化学 
11:00 G8 伊藤   満 東工大応セラ研 準安定 ABO3 の相制御と電気・磁気特性 
11:25 G9 長谷川 哲也 東大理 複合アニオン化合物エピタキシャル薄膜の合成と物性 
11:50 昼食

13:00 強磁場・レーザ施設ツアー 強磁場・レーザ施設ツアー（松田康弘・辛） 
14:30 休憩

座長 澤     博 名大工 
15:00 P5 菅野 了次 東工大 超イオン伝導体の物質探索 
15:30 G10 坂本 良太 東大理 機能性低次元系のボトムアップ創製 

15:55 G11 堀   彰宏 名大工 水素分子の高速核スピン転換を実現する多孔性金属錯体の
ナノ空間

16:20 P6 陰山  洋 京大工 アニオンの特性を活かした機能開発

16:50 高野 幹夫 岡山大工 最後に 
17:00 閉会
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ポスター番号 氏名 所属略称 研究室 発表題目 
1 平井 大悟郎 東大物性研 廣井研究室 レニウムペロブスカイトにおける多極子秩序の探索

2 山浦  淳一 東工大元素セ 量子ビームを用いた水素置換鉄系超伝導体の研究

3 田中 秀岳 東大物性研廣井研 廣井研究室 メラミンを用いたアニオン置換法による新物質探索

4 石崎   学 山形大・理 配位高分子ナノ結晶塗布二層薄膜の電子整流特性

5 和氣   剛 京大院工 貫入型複金属化合物の遍歴電子磁性

6 黄     博 京大院理
バルク状態では固溶しない銅―ルテニウムシステムにおける合
金ナノ粒子の創出 

7 山田 高広 東北大多元研 トンネル構造を有する金属間化合物の熱電特性

8 鬼頭 俊介 名大院工 澤研究室 TiSe2 における電気双極子の渦型反強的配列

9 今井 基晴 物材機構 Zintl 相太陽電池材料 BaSi2 の電子状態と光学的性質

10 今井 基晴 物材機構
インターカレーション型充填スクッテルダイト LaxRh4P12 の
超伝導

11 保坂 祥輝 京大化研 島川研究室 逐次相転移を示す異常高原子価 Fe イオンを含んだ新規ペロブ
スカイト構造酸化物 Ca0.5Bi0.5FeO3

12 高橋 仁徳 産総研･化プロ FMP 水蒸気バリア性を持つ粘土―改質リグニンハイブリッドフィル
ムの開発

13 井口 弘章 東北大院理
ヒドロキシ基を導入した MX 錯体における室温 Pd(III)モット
－ハバード相の実現

14 清水 啓佑 東工大 東研究室 巨大 c/a 比を有する単斜晶 Ga 置換 BiFeO3 薄膜の圧電特性の
配向依存性 

15 那波 和宏 東北大多元研 佐藤研究室 擬一次元磁性体 ACuMoO4(OH) (A = Na, K)における軌道秩序
と磁性 

16 辻本 吉廣 NIMS 配位数の変化を伴う新奇圧力誘起スピン転移現象 

17 齊藤 高志 京大化研
異常高原子価遷移金属酸化物における新奇物性探索：LaCu3Cr4 
O12 における反強磁性金属状態 

18 大槻   匠 東大物性研 リップマー
研究室

パイロクロア型イリジウム酸化物 Pr2Ir2O7 薄膜の合成と電
気・磁気輸送特性 

19 村杉 英昭 東北大院理 有機-無機ハイブリッドペロブスカイトにおける物性探索

20 中埜 彰俊 名大工 澤研究室 励起子絶縁体 Ta2NiSe5 の構造物性研究 
21 小原 勇輝 京大院工 北川研究室 マンガン系配位高分子のガラス化による機能向上

22 桜井 裕也 NIMS 異常高原子価をもつ Srn+1CrnO3n+1 (n =1,2,3)の高圧合成と
電子物性 

23 工藤 菜央 中大理工 佐藤研究室 ホランダイト構造を基本とするバナジウム酸化物 K2-xV8+2x
O16+x の構造と物性

24 石井 雄大 中大理工 佐藤研究室 新規フラストレート磁性体 NaV3Mo3O11 の構造と磁性

25 脇本 聖美 中大理工 佐藤研究室 新規コバルト酸化物 Co2MoO6 の構造と磁性

26 田中 雄大 中大理工 佐藤研究室 新規強磁性マンガン酸化物 AMg4Mn6O15(A=K, Rb, Cs)の構
造と磁性

27 加賀 聖守 中大理工 佐藤研究室 新規一次元磁性体 Mg3MnO6Hx の構造と磁性

28 高本   亘 中大理工 佐藤研究室 新規ダブルタングステン酸塩 AgFe(WO4)2 の構造と磁性

29 千代田 彩果 中大理工 佐藤研究室 マイカ構造を有する新規化合物 KFe3Ge4O12 の構造と磁性

30 村上 泰斗 京大工 HfMnSb2:コニカル磁気秩序を示す金属秩序型ニクタイド

31 加藤 大地 京大工 可視光応答型光触媒 Bi4NbO8Cl の光触媒活性

32 竹入 史隆 京大工 新規層状鉄オキシカルコゲナイドの合成と物性

33 矢島   健 東大物性研 X 線測定室 新規層状オキシニクタイドの合成と物性 
34 酒井 雄樹 KAST ペロブスカイト PbCoO3 が示す A サイト B サイト電荷秩序 
35 岡本 佳比古 名大院工 竹中研究室 秩序 Fe2P 型構造をもつニクトゲン化物の電子物性 
36 山本   孟 東工大 MSL BiFe1-xCoxO3 のスピン構造転移と電気磁気効果 
37 廣瀬 陽代 東大物性研 廣井研究室 Cd2Os2O7 微小単結晶における電流による磁壁の制御 
38 小林 慎太郎 名大工応物 異常原子価化合物 Cr(Se1-xSx)2 の構造と輸送特性 
39 山本 文子 芝浦工大 高圧法による Hg−Pt−O 系の新物質合成 

40 鳥巣 崇生 東大物性研 廣井研究室 Intergrowth 構造を有する新規層状オキシカルコゲナイドの合
成と物性 

41 石井   航 東大物性研廣井研 廣井研究室 超伝導体 BaTi2 PnO(Pn = Sb, Bi)における Tc の 2 ドーム構造 
42 川本   徹 産総研 プルシアンブルー型錯体の構造制御と機能発現 
43 髙橋   顕 産総研 プルシアンブルー型錯体による高濃度アンモニア吸着 
44 松林 康仁 東大物性研 廣井研究室 5d 遷移金属パイロクロア酸化物における新奇物性探索 

45 芳賀 正明 中央大理工
Layer-by-layer 構築法によるホモ，ヘテロ接合膜の電子機能
化学 
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